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概要 

 本研究は，ミドルリーダーである学年主任が中心となって学校の組織的対応を支えていく仕組みと，学年

段階での協働的なマネジメントの確立による学年経営の充実を目指している。学年主任と学級担任の兼務が

多い小学校では，学年・学級経営は担当教員の裁量性に委ねられることが多く，経験や専門性による個性的

な教育活動が展開されがちだった。しかし，近年の複雑化多様化する社会の大きな変化や，新しい時代に求

められる資質・能力の育成に対し，学校の組織的対応は一層求められ，教職員の協働性を高めた教育活動は

不可欠である。そこで，学校経営の中核となる学年主任者層が学校運営に積極的に関わる学年主任者会と，

児童と学年担任の双方へアプローチしながら互いの強みを生かした協働的学年経営の在り方について，実践・

検証を行った。これにより，ミドル層のリーダーシップを発揮させながら学校の組織力を向上させ，学年目

標（ビジョン）の共有を基に学年担任の自立性や専門性を高めたり，協働性を醸成したりしながら学年・学

級の課題を共に解決ことを明らかにした。 

 

Ⅰ 研究の目的・ねらい 

 １ 研究の背景 

新学習指導要領（総則編）では，小中学校，高等学校において「学習活動や学校生活の基盤となる学

級経営の充実」が位置付けられ，その重要性が高まっている。しかし，教員養成の段階から免許法で「学

年経営」「学級経営」という科目は定義されておらず，教員研修においても十分に実施されているとは言

えない状況にある。また，多様化する児童生徒の個と集団への指導，保護者への対応，新学習指導要領

に沿った授業改善など多忙化する学校現場において，教員の同僚性や協働性の構築は難しくなっている。

さらに，ベテラン層教員の大量退職により若手教員が急激に増加し，教員の年齢構成が大きく変わる中

で教育技術の伝承もされにくくなっている。 

特に小学校においては，依然として「学級王国」かつ個業性の文化が根強く残り，担任裁量による自

由度が大きい反面，担任一人にかかる負担は年々増している。このことは，学年経営においても同様で，

学年主任が学級担任を兼務する実情から，学年経営上のトラブルに対して迅速に対応したり，学年全体

を俯瞰して学年メンバーへの指導助言を行ったりすることも難しい。また，学年主任同士による情報共

有の場が少なく，学校としての共通理解も図りにくい。一方，近年では学年主任者層の若年化による人

材育成も課題となっている。よって学年・学級経営上の様々な課題に対して，学年担任と関係する職員

等が協働し「チーム」となって対応することが不可欠である。そのためには，学年主任のリーダーシッ

プの基，学年担任の能力を引き出したり，関係職員と協働したりして互いの強みを生かしながら，学校

教育目標を達成するために効果的な手立てを講じる戦略的な学年経営が求められる。 

そこで，主に各教員の経験則で行われてきた「学年・学級経営」を先行研究や様々な実践等から分析

し，その内容や成果と課題を整理するとともに，組織マネジメントの視点（個人の特性を組織の力に変

え，協働的かつ効果的に目標達成を実現する）を取り入れ，学級経営力向上にもつながる学年経営の在

り方を追究したいと考え，本テーマを設定した。 

 

 ２ 研究の目的 

学校教育目標具現化に向け，組織マネジメントの視点を取り入れた学年経営を提案する。その提案に

基づいた戦略的実践を通して，学年主任を中心とした組織的協働的な学年・学級経営の在り方を探る。 

 ３ 研究の方法 

（１）調査研究 

①学年・学級経営に関する先行研究や文献による調査研究 

②学年・学級経営に関する実態調査（所属校：６月，12月） 
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 ア 学年経営アンケート （全教員） 

 イ 学年経営セルフチェック（学年主任のみ）・学級経営セルフチェック（全学級担任） 

 

（２）組織的協働的な学年経営の立案 

     

Ⅱ 研究の結果 

（１）調査研究 

①学年・学級経営に関する先行研究や文献による調査研究 

 本研究の始めは，学級経営に重点を置いていた。そのため，調査の前に自身のこれまでの学級経 

営に関わる仕事内容の分類整理を次のように行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1のように学級経営に関わる仕事内容は膨大であり， 

また小学校は学年が上がるほど担当教科も増えるため，学 

級担任一人への負担が大きくなっている。また，担任の裁 

量に圧倒的に委ねられる「学級王国」文化によって，学習 

指導重視型（図２）や人間関係づくり重視型（図３）に偏 

った学級経営観を見直し，学年（あるいは学年部等）の教 

員が協働で取り組む学級経営へと転換していく必要がある 

と考えた。 

  

図１ 学級経営上の仕事分類 

図２ 学習指導重視型 
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白松（2017）は，学習指導重視型のような「学級におけ 

る学習のための秩序をつくること（条件整備）をねらいと 

した学級経営を『狭義の学級経営』」と捉え，人間関係づく 

り重視型のような「児童生徒の立場を重視し，先生と児童 

生徒の協働の立場を重視してきた学級経営を『広義の学級 

経営』」と定義している。さらに，これら２つの型に生徒指 

導との関係を踏まえ，学級経営を「学級のあたたかさを創 

る『必然的領域』」「できることを『計画的領域』」「ともに 

学級を創る偶発的領域』」の３つの領域に整理し，理論付け 

ている。 

研究を進める中で，一人の担任による学級経営力の向上をねらうのではなく，学校全体で取り組 

む方が効果は大きく，可能性も広がると考えた。そこで学年主任を中心に，学年経営の充実を通し 

て多くの学級経営力を高めていくこととした（図４）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奥田（2012 岐阜大）『小学校における学年運営の実態』（調査対象：127 校 452 人の学年主任）の

研究では，次のことが分かった。 

 

図３ 人間関係づくり重視型 

図４ 学校経営における学年・学級イメージ図 
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図４ 学校経営における学年・学級イメージ図 

＜学年会で重視する内容＞ 

・「学年行事・活動の計画，打合せ」     

・「学級経営実態に関する情報共有」 

＜学年会であまり重視されない内容＞ 

・「担任の資質・能力の向上に関わる内容」 

＜学年主任のリーダー行動について＞ 

・「学年の行事や活動の立案」の実施度は高い。 

・「学級経営状況の実態把握」「学校経営スタッフの一員として学校運営へ参加」「学年の教員 

に対する指導，助言，指示」の実施度が低く，経営組織としての役割が十分認識されていない 

ことが分かった。 

②学年・学級経営に関する実態調査（所属校：６月，12月） 

ア 学年経営アンケート （全教員） ※ 結果の詳細は，リサーチペーパーを参照 

６月と 12月の結果を比較して次のことが分かった。 

 ◇どの学年も週に１回の定期開催と臨時開催（短時間）が定着してきた。ただし，学校として 

学年会議の開催日を設定し，確実に実施することが望ましい。 

◇学年会議の内容で効果的なものとして「学習指導・教材研究」「児童の情報共有（互いに悩み 

を打ち明ける）」「学年行事の計画立案（役割分担も含め）」の３点が挙げられた。また，これら 

の効果を上げる前提として，学年担任間の日常的なコミュニケーションの蓄積による親和的な 

人間関係の構築が不可欠である。 

◇学年主任が意図的に学年教員の興味や特性を考慮して行事や教科担当を分担したり，学年教員 

のよさを認めたり，意見を受け止めたりしながら仕事を進めるなど，組織マネジメントの視点 

を取り入れた学年経営を実践している。 

イ 学年経営セルフチェック（学年主任のみ）・学級経営セルフチェック（全学級担任） 

   校内での「学級経営ミニ座談会」（任意参加）の開催を受け，定期的な学年学級経営の振り返 

りとして「学年経営チェック表」（図５）「学級経営チェックリスト表」（図６）を作成した。毎 

月の振り返り任意とし，長期休み前の振り返りは全担任に実施して変容を調査した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図５ 学年経営セルフチェック表 
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      学年経営については，すべての項目で６月より改善が見られた。特に，「学年メンバーとの人間 

関係づくり」では，学年主任自らメンバーに声を掛けたり，メンバーのよさを認め励ましたりし 

ていくことを意識して取り組んできたことが分かった。また，「学年経営のマネジメン」では，特 

に「メンバーの特性を生かした役割分担」「管理職との報告・連絡・相談」「他学年の主任との情 

報共有による学校活性化への貢献」について実践できたことが分かった。一方，課題として学年 

主任者会や学年会議の時間の確保や効率的な運営が依然として残った。 

     学級経営については，ほとんどの項目で改善が見られた（図６）。特に「個と集団」の結果から，

本校の先生方が子ども一人一人のよさを見取り，それを学年や学級の中で意図的計画的に発揮さ

せて個と集団の双方を伸ばしていることが分かった。一方「担任と子ども」の項目について，多

忙な中で子どもと十分に触れ合う時間が確保できなかったり，さまざまな子どもへの指導で毅然

とした態度を取ったりしたことを謙虚にふり返ったためではないかと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（２）組織的協働的な学年経営の立案と実践 

  ①「学年主任者会」定着までの過程 

   Step1 主幹からの伝達中心 ※ 令和元年度 

   Step2 管理職から議題提示 

    主に新型コロナウイルス感染拡大防止対策と学校の臨時休業に伴う対応の原案（主に学校長より提 

R2 .6 4 3 2 1 R2 .1 2 4 3 2 1

① 3 5 % 5 3 % 1 2 % 0 % ① 2 0 % 80% 0% 0 %

② 2 4 % 5 3 % 2 4 % 0 % ② 40% 5 3 % 7% 0 %

③ 5 3 % 4 7 % 0 % 0 % ③ 53% 4 0 % 7 % 0 %

④ 3 5 % 5 9 % 6 % 0 % ④ 2 0 % 67% 1 3 % 0 %

① 1 2 % 7 1 % 6 % 6 % ① 13% 80% 7 % 0%

② 6 % 3 5 % 5 9 % 0 % ② 7% 60% 33% 0 %

③ 6 % 6 5 % 2 9 % 0 % ③ 20% 5 3 % 27% 0 %

④ 1 2 % 7 6 % 1 2 % 0 % ④ 13% 7 3 % 1 3 % 0 %

① 1 2 % 7 6 % 6 % 0 % ① 27% 6 7 % 7 % 0 %

② 2 9 % 4 7 % 2 4 % 0 % ② 33% 67% 0% 0 %

③ 3 5 % 5 9 % 6 % 0 % ③ 47% 5 3 % 0% 0 %

④ 2 4 % 6 5 % 1 2 % 0 % ④ 47% 5 3 % 0% 0 %

① 1 2 % 4 1 % 4 7 % 0 % ① 13% 67% 20% 0 %

② 6 % 5 3 % 4 1 % 0 % ② 20% 4 0 % 40% 0 %

③ 1 2 % 5 3 % 3 5 % 0 % ③ 13% 80% 7% 0 %

④ 2 4 % 7 1 % 6 % 0 % ④ 33% 6 7 % 0% 0 %

① 5 3 % 4 7 % 0 % 0 % ① 53% 4 7 % 0 % 0 %

② 6 % 8 8 % 6 % 0 % ② 13% 8 0 % 7 % 0 %

① 1 2 % 6 5 % 2 4 % 0 % ① 20% 67% 13% 0 %

② 6 % 4 1 % 5 3 % 0 % ② 13% 60% 27% 0 %
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R2 .1 2 4 3 2 1

① 2 0 % 80% 0% 0 %

② 40% 5 3 % 7% 0 %

③ 5 3 % 4 0 % 7 % 0 %

④ 2 0 % 67% 1 3 % 0 %
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図６ 学級経営セルフチェック表と集計結果 
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関係づくり」では，学年主任自らメンバーに声を掛けたり，メンバーのよさを認め励ましたりし 
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とした態度を取ったりしたことを謙虚にふり返ったためではないかと考える。 
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案）について意見を出し合った。司会は教頭が務め，話合いを焦点化させながら学年主任の意見を集 

約し，円滑に話し合いを進めた。主な議題は次の通りである。 

【議題例（５月 18日・19日）】 

 

 

 

 

 

   Step3 教務主任から議題提示 

    学校再開後，臨時学年主任者会の回数は減ったが，特に若手の学年主任者から「他学年と情報を共 

有したり，他学年の取組を参考にしたりするために定期的に学年主任者会を実施したい」という声が 

挙がった。そこで，管理職の承諾の基，7月からは教務主任が中心となって学年主任者会が月に１回 

開催されることとなった。議題は教務主任が提示し，それらについて学年主任が考えを述べたり，学 

年の情報を提供したりした。 

Step4 学年主任から議題提案も追加 

 「学年主任者会」で話し合う議題の中にある「その他」の際に，学年主任から全体で確認したいこ 

と（例：清掃指導や生徒指導の共通理解）や，新たな提案（例：道徳の指導計画について，重点価値 

項目の複数時間の実践より，すべての道徳的価値項目を授業実践することを優先する）が主体的に出 

てくるようになってきた。なお，主な議題は次の通りであった。 

    

 

 

 

 

 

  ② 「学年経営ハンドブック」（図７）を基にした学年経営の実践 

    １年次での研究の中で，学年主任者向けに学年主任の職務 

や仕事内容，学年会議の進め方，学年研修のアイデア等をま 

とめた「学年経営ハンドブック」を作成した。これを受け， 

２年次は学校現場で実践し，その有効性を検証した。 

＜学年経営戦略マップの作成＞ 

 学年目標や目指す児童像を学年担任で共有すべく，６月と 

１１月に「戦略マップ」を作成した。手順は次のとおりであ 

る。 

１）学年目標・目指す児童像の決定 

２）実態把握（主に児童の強みと弱みを整理する） 

３）目標達成の手立てを検討する（中長期的視点） 

  ６月に戦略マップを作成しながら学年経営方針を共有し 

た後，学年経営案や学級経営案を作成した。また，１１月 

に手立ての成果と課題を検討しながら「戦略マップ」を改 

めて作成し，修正を図った。２つの戦略マップを比較する 

と，１１月の方がより児童の実態に即した具体的な手立てが話し合われ，目標達成までの見通しが 

明らかになってきた。また，６月の時点では学年メンバーの意識が担当する学級に強く向いていた 

が，学年経営方針の浸透とともに，学年全体に視野が広がってきたことが見られた。 

 

＜７月 22日（水）＞ 

・学習進度 

・夏休みの宿題 

・３観点の学習評価 

・各学年から 

（生徒指導，学年行事等） 

＜８月 28日（金）＞ 

・学習進度 

・生活面 

・通信票の文言 

・運動会 

・自習指導（課題等） 

＜10月６日（火）＞ 

・縦割り活動 

・学習進度 

・各学年から 

・その他（フリー参観， 

教育相談，運動会） 

＜11月 26日（木）＞ 

・次年度教育課程 

・諸表簿提出 

・放課後学習支援 

・学習進度 

・各学年から 

 

＜12月 10日（木）＞ 

・次年度行事 

・一日入学 

・学習進度 

・生徒指導（遊び方，

下校指導） 

 

Step3 教務主任から議題提示

（１）教育課程について 

 ・ 学校行事の見直し 

 ・ 未履修内容の時数確認 

 ・ 年間指導計画の見直し 

 ・ 時程の変更 

（２）感染症対策 

 ・ 登校時の検温チェック 

 ・ 座席配置，手洗い場の整列 

 ・ 消毒作業（給食，放課後） 

 

図７ 学年経営ハンドブック 
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 ＜学年会議の改善＞ 

    学校全体では，これまで学年裁量で不定期に開催されがちだった学年会議を原則週１回開催するよ 

うに改善した。また担当学年では，学年会議の内容について学年メンバーも見通しをもったり，資料 

作成の負担を軽減したりするために「学年会運営プログラム」を導入した。この中で「学年会年間シ 

ート」（図 10）に学年会議の議題を入力すると，「学年会進行シート」（図 11）に反映される仕組み 

になっている。内容によって補助資料を作成する場合はあるが，統一された様式で資料を作成できる 

とともに，議題が確実に記録され，次年度以降の学年経営において見通しをもちやすくなり，資料作 

成の負担もさらに軽減されると考える。さらに，議題に学年研修を位置付け，学習指導や生徒指導， 

保護者対応や危機管理等の研修を意図的計画的に行い，学年メンバーの職能成長をねらった実践も行 

った。（学年研修の内容は，「学年経営ハンドブック」（図 12）を参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 「戦略マップ」（６月） 図９ 「戦略マップ」（１２月） 

図 10 学年会年間シート 

図 11 学年会進行シート 
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＜学年協働実践①＞ 

   ○宿泊学習 

    学年担任の協働性を高めるとともに，児童理解を深めるために宿泊学習を活用した。今年度は，新 

型コロナウイルス感染拡大防止のため，日時や活動場所等の変更が余儀なくされた。そのような中で 

学年メンバーはもちろん，関係する職員と共通理解を図ったり，保護者への不安を軽減したりして準 

備をすすめるために「宿泊学習ロードマップ」（図 13）を作成した。これに沿って準備を進めること 

で，学年メンバーには各自の得意分野や今後の成長を見通した役割分担を行い，児童とともに教員も 

成長を感じられるような取組を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 図 13 宿泊学習ロードマップ 

図 12 「学年経営ハンドブック」より一部抜粋（学年研修充実のために，学級経営資料） 
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＜学年協働実践②＞ 

   ○授業づくり＆生活指導 

    ①では行事を通しての実践だったが，学年 

メンバーの学年全体への視野の広がりを受け 

て，協働の授業づくりによる交換授業（道徳 

科）と給食・清掃指導を行った。道徳科の授 

業づくりを通して教材研究を深め，発問の吟 

味や学習活動の工夫に挑戦したり，給食・清 

掃指導を通して他学級の学級経営の一端を学 

んだり，児童理解をさらに深めたりすること 

につながった。 

 

 

 

 

 

 

＜学年メンバーの特性を生かす実践＞ 

 学年経営上，学年メンバーが興味関心をも 

っていたり得意だったりする分野や，職能成 

長を促すための分野を適材適所で役割分担す 

ることは非常に重要であると考える。そこで， 

今年度は初任層のメンバーに国語科の説明文 

指導（指導主事学校訪問で授業提供），中堅層 

のメンバーには体育科の表現指導（運動会で 

発表）について提案と中心的指導を任せた。 

また，自分は校内研究と関連させて算数科の 

割合指導（全校授業研究会で授業提供）を担 

当した。これらの取組により，学年で深めた 

教材研究を共有できたり，各メンバーに職能 

成長を感じさせたりすることができた。 

   ③ 学級経営に関わる研修会（若手育成研修） 

    本研究では，学年経営の充実を通して学級 

経営力の向上にもつなげたいと考えている。 

しかし，学年内だけでなく，学校全体で学級 

経営に関する様々な情報交換を計画し，「学級 

経営ミニ研修会」を開催した。テーマは，初 

任者層教員から寄せられた質問を基に作成し， 

校内教員が若手からベテラン層までの有志 10名が集まって各自の実践を互いに紹介し合い，情報交 

換を行った。その後，研修会で学んだことを担当する学級で実践したり，若手教員が先輩教員に気軽 

に質問したりする姿が増えるようになった。 

 

 （３）「ｈｙｐｅｒＱ－Ｕ」調査（６月・１２月実施）から 

   多くの学年，項目で改善が見られるとともに，学校全体でも「学級生活満足群」「学級生活不満足群」 

「侵害行為認知群」「非承認群」のすべての項目で改善が見られた。併せて，すべての項目で全国平均を上

図 14 学年担任体制づくり 図 15 交換授業・給食指導 

図 16 学級経営ミニ座談会資料 
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回った。特に「学級生活満足群」が約 10％程度上昇したことは，学年経営の充実が学級経営力向上にも

つながっていることを示していると考える。これに伴い，「学級生活不満足群」が約５％減少し，「非承

認群」も５％減少していることから，学年学級の中で自分を認められ，所属感を感じている児童が増え

たものとみている。ただし「非承認群」が１割程度存在することから，個別の支援方法や，一人ひとり

のよさが集団の中で認められる場の設定などを改善していく必要がある。また「侵害行為認知群」は改

善しているものの，改善した割合が小さいことから，該当する児童一人一人に向けた支援方法について，

生徒指導部を中心とした学校全体の共通理解を基に学年でも検討し，手立てを講じていく必要がある。     

 

Ⅲ 研究成果の学校教育における位置付け・意義，応用性，期待 

   変化の激しい社会を生き抜く力，新学習指導要領で示された資質・能力の育成を模索する中で，新型 

コロナウイルス感染拡大防止に伴う行動様式の変容も重なり，学校に求められる対応も加速度的に増し 

ている。また，ベテラン層の大量退職に伴う教員の年齢構成の急激な変化と慢性的なマンパワー不足に 

より，学校現場の疲弊も大きくなっている。そのような中で，ミドル層つまり学年主任者層が学校経営 

の中核を担うためにも組織マネジメントの視点をもち，組織的協働的な教育活動を牽引していかなくて 

はならない。 

 本研究を通して，特に小学校において「学年主任者会」が学校経営の中に位置付き機能することは， 

学年主任者層の視野が学年だけでなく学校全体へと広がるとともに，学校経営への参画意識を高めるこ 

とが明らかになった。加えて，学年主任研修（特に若手学年主任を育成する場）としてミドル層の成長 

を促すことも分かった。次に学年主任者間の意思疎通が基になり，学年における目標（目指す児童像） 

つまりビジョンの共有や学年メンバーの特性を生かした役割分担，学年会議の工夫などの実践が学年経 

営を充実させることも本給の成果の一端として捉えることができる。そして，担任の協働性を高めるだ 

けでなく，教員一人一人の職能成長を実感させることにもつながった。また，学年経営の充実が学級経 

営力の向上にも波及効果を生み，児童の学校生活満足度を向上させる結果にもつながった。 

 今後も「学年主任者会」と「学年経営の充実」を柱とする実践を積み重ねていく中で，連綿と受け継 

がれたきた学校文化・教育技術のよさを伝承しつつ，新しい時代に応じた創造的な学校づくりに取り組 

んでいきたい。 
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